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岡 田正(1999).安 静 時基 礎 代 謝 量 の 実 測 値 と各種 算 出 方法 に
よ る推 定 値 の比 較,R太 外 科 代 謝 巣 着 学x(36).
27)上 野 孝,山 東 勤弥,吉 田洋,曹 英 樹,和 佐 勝 史,日 吉富 志帆 ,
高 木洋 治,岡 田正(1999).安 静 時 基 礎 代 謝 量 の 算 出 に お け る
Harris-Benedict式 の妥 当 性 に つ いて の 検 討.且 杢 髄
メ ン ト石幵iき`22、.
28)Nakaj血a,Y.,Mizuhata,K.,Hosono,T.,Yamaji,K.(1999).PREG-
NANTWOMEN'SVAG-NALMICROBIALFLORAINONE
 
URBANAREAINJAPAN,ManilaPhilippine:25thTriennial
 
ConessoftheInternationalConfederationofMidwives
 
29)Nakajima,Y.,Mizuhata,K.,Ohashi,K.,Yamaji,K.(1999).PREG-
NANTANDPOSTPARTUMWOMEN'SHEALTHBEHAVIORS
 
-NJAPAN-COMPARISONBETWEENURBANAREAAND

RURALAREA-.Man皿a,Ph避pphle:2墾Lエー 
theInternationalConfederationofMidwives
30)中 嶋有加里,水 畑喜代子,染 原和子,谷 口武,山 口雅子,炭
原加代,田 間惠實子,細 野剛良,村 田雄二,山 地建二(1999).
妊娠中の自動車運転が子宮収縮に及ぼす影響に関する研究(第
4報)一 運転席と助手席乗車の比較一,第40回:..母 性鵆牛
詮
31)水 畑喜代子,中 嶋有加里,染 原和子,谷 口武,山 口雅子,炭
原加代,田 間惠實子,大 橋一友,山 地建二(1999).マ タニティ
ドライビングに関する実態調査(第3報)一 ノンドライバーに
ついて一.第40同R本 母性衝牛学全.
32)炭 原加代,宮 前由喜子,中 嶋有加里,田 間惠實子,山 地建二
(1999),大 学生の基礎体温測定 とその意義.第40回 日本母忰
一」a
33)三 宅和美,田 村真美,北 川明,山 地建二,炭 原加代,田 中春
美,中 嶋有加里,田 間惠實子(1999).イ ンターネットを用い
一67一
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た情報交換システムの開発.第40同Rホ 母性衝牛栄全.
34)山 口雅子(1999).ラ ット脂肪組織におけるリボ蛋白リパーゼ
活性に及ぼす性周期の影響,第40同Rホ 母性衝牛学会.
35)山 口雅子,升 野博志,奥 田拓道(1999).性 周期の各期でのリ
ボ蛋白リパーゼ活性の血中インスリンに対する感受性の違
い.第72同:..化 単会大会.
4.助 成研究
1)松	井一朗(代表),小 林美智子,納 谷保子,鈴 木敦子(1999).
母子保健における養育問題事例への援助実態.厘生雀心身瞳
蜜旺究.
2)蝦	名美智子(代表),片 田範子,鈴 木敦子,筒 井真奈美,村 田
恵子,楢 木野裕美,他(1999).検 査 ・手術を受ける子どもへ
のインフォームドコンセントー看護の実態とケアモデルの構
築一.文 部省科学研究曹(某盤B、.
3)鈴	木敦子(代表),楢 木野裕美,鎌 田佳奈美,中 村敦子,上 野
昌江(1999),養 育不全の母親のタイプの解明と彼ら及びその
子どもが必要としている質的ケアの探究.平 成10-12年 慮
盤 盡助金一基盤研究㊤).
4)楢	木野裕美(代表),鈴 木敦子,鎌 田佳奈美,中 村敦子(1999).
歪んだ親子関係の世代間伝達をを克服するための要因の解明
とその育児支援の探求.a.基
盤研究(C).
5)高	木洋治(代表),岡 田正(1999).実 験的小腸移植におけるグ
ラフト関連 リンパ組織の解析一免疫抑制剤FK50c/FrY720
の免疫抑制効果一.文 部一 基盤研究(q.
6)山 地建二(代表),村 田雄二,大 森正昭,中 嶋有加里(1999).
妊婦の自動車運転の安全性に関する総合的研究。文部省盤
随	 萌芽的研究.
7)中	嶋有加里(1999).妊 婦の自動車運転の安全性に関する基礎
的研究.文 部一 奨励研究(A).
成人 ・老人看護学講座
1.論 文(原 著,総 説,報 告書等)
1)杉	山公子,奥 村千春,渡 辺信一郎(1999),咀 嚼運動による脳血
液循環の変化測定におけるドップラー法の有効性.看 護臨 
32635-44.

2)江	川隆子(1999).一 総論一透析看護過程のすすめ方.臨 床透 
153279-287
3)江	川隆子(1999).腎 透析看護の考え方と看護計画.透 析処
 
51214-19.

4)江	川隆子(1999).看 護診断ゲー トウェイ[第z回]看 護診断
の魅力と責任.凋 刊疾犖界新闇,234&5.
5)江	川隆子(1999).看 護診断ゲー トウェイ[第6回]NANDA,

NICandNOCの 活動.凋 刊 疾学界新闇,236ス5。

6)江 川隆子(1999).腎 透析看護領域における患者の理解一看護
診断とケア.:..不 全看藷単会誄,1〔1),30-32.
7)江	川隆子(1999).看 護診断と 「看護の質の保証」・」囲 土ニシ 
19(11),82-85.
8)荻	野敏,入 船盛弘,後 藤啓恵,仙 波治,野 入輝久(1999).モ
メタゾン点鼻液の臨床的検討(第1報)一 スギ花粉症での用量
比較試験一.耳 畠臨庚.92`3、.309-324.
9)荻	野敏,入 船盛弘,仙 波治,坂 口喜清,馬 谷克則,野 入輝
久,榎 本雅夫,寒 川高男,北 嶋和智(1999)。モメタゾン点鼻
液の臨床的検討(第2報)一 スギ花粉症に対するDSCGと の
比較一。耳蟲臨床.92(4、,435-450.
10)荻	野敏,野 入輝久,仙 波治,馬 谷克則,馬 場謙治,入 船盛
弘,有 本 啓 恵(1999).モ メ タ ゾ ン点鼻 液 の 臨 床 的検 討(第3報)
-3主 徴 ス コア を指 標 と した 新 臨床 評 価法 一.互 鼻 臨 床 鋤 
,549-564.
11)荻 野 敏,穂 永 美 恵 子,松 田か お り(1999).ア レル ギー 疾 患 の疫
学 的 研 究(第1報)一 大 阪大 学 保 健 学 科 学 生 に お け る ア レル
ギ ー 性 鼻炎 の 有 病 率 一.456553-557・
12)荻 野敏(1999).暮 し と健 康 相 談 室 「副 鼻 腔 炎 」.D健 康1 
4u,89.
13)荻 野 敏(1999),花 粉 症 ど は何 か 一そ の 対 策 と予 防 一.太 阪 太堂
看 講 学 秦隹誌5(1).2-7.
14)荻 野敏(1999)・ ア ス ピ リ ン過 敏 症 にお け る鼻 病 変.且 杢 醫皇 慙 
392525-30. 
15)Irifune,M.,Ogino,S.,Ilarada,T.,Abe,Y(1999).Topicaltreat-
wentofnasalpolypswithabeclomethasonedipropionatepowder 
preparation.AurisNasusLarynx26,49-55. 
16)Fujimoto,K.,Ohta,K,Kangawa,K.,Kikkawa,U.,Ogino,S.,Fukui, 
H.(1999).IdentificationofproteinlcinaseCphosphorylationsites 
involvedinphorbolester-induceddesensitizationofthehistamin 
Hlreceptor.MolecularPharmacoloev85,735-743. 
17)Ogino,S.,Irifune,M.,Nishiike,S.,Sawada,'1'.,Sakaguchi,Y.,Nibu,
M.(ユ999).QOLinJapanese-cedazpollinosis-Secondreport.ual-
itvofLifeReseazch8(7),616.
18)田 墨 恵 子,國 生 拓 子(1999).麻 痺 を 持 つ 患 者 へ の 心 の ケ ア と 日
常 生 活 援 助一 結 婚 直 前 に 脳腫 瘍 を発 病 した 事 例 を通 して 考 え
る一,こ こ ろ の ≡吾講 単3〔3、,217-221.
19)國 生拓 子,戸 澤 順 子(1999).不 登 校 児 童 にみ られ た 入 院 生 活 で
の集 団 力動 につ いて.こ ころ の看 誨 学.3(41,301-308.
2.単 行本(著 書,翻 訳本)
1)江	川隆子,今 井雪香,大 川明子,他(1999).汀 川隆子のかみく
だき埀盤L.日 総研出版.
2)江	川隆子(1999).成果と指標の開発のために用いた方法,成 果.
マリオン・ジョンソン,メ リディーン・マース著.藤 村龍子,
江本愛子:監 訳.著 講成果分類`NOO看 講ケア廃評価するた
めの 楷 榠.測 窟 尺薄(pp3849,81-299).
3)荻	野敏:監修(1999).白 分の病気を正しくmし 『花紛症』r

"う まくっきあう方法"、大阪:ト ーア総合企画社,幽

4)川	野雅資編著,國 生拓子:共著(1999).看 藷学某礎謹座 精神
雛 、真興交易医書出版部.
5)山	本裕子,江 川隆子(1999)・慢性腎不全患者の看護一透析療
法を受ける患者㍉ クリニカルスタディ ・ブック4ひ とり
で単 べ る ナ ー シ ン ゲ プ ロセ ス 成 人 ・老 入看 藷(pp120-131),
メヂカルフレンド社.
3.学 会 発 表(抄 録,Proceeding)
1)江	川 隆子(1999).看 護 研 究 一看 護 研 究 は 身 近 な 看 護 援 助 か ら
一.第2同 目水 腎 不 全 看 講 単 全.
2)江	 川 隆 子(1999).ThePresentStatusofDiabetesNursinginJa-
pan.笥1同TheJanan-KoreaConferenceonNursineofChronic
 
Disease.

3)江 川隆子,今 井雪香,升 谷英子(1999).基 礎看護課程における
看護診断概念の教育～成人看護学における看護診断の指導～.
第5同m看 講診断単全単術夫套.
4)荻	野敏(1999)・花粉症の診断と治療.第5同 和歌山耳畠咽喉科 
;..-
5)荻	野敏(1999).花 粉症における薬物治療の現況.篁 壁 花
蹤 会.
6)荻	野敏(1999).ア レルギー疾患の最新情報 「(2)鼻アレルギー ・
花粉症一治療のポイント」.第5同大阪アレルギー凋間市民讃
座.
・:
大阪大学看護学雑誌Vbl.6No.1(2000)
7)荻	野敏(1999).ア レルギー性鼻炎の治療 一最新の話題・笙弖回
奈 良アレルギー幹蟲炎研究会.
8)荻	野敏(1999)。アレルギー疾患治療の最新情報一代表的な疾
患を中心に一 『花粉症』.第5同 大阪アレルギー凋間単術謹浩
会.
9)荻 野敏(1999).ア レルギー性鼻炎の発症機序 ・病態と治療一
小児と成人の共通点 と相違点.第11同mア レルギー学会春
韲臨床大会.
10)荻野敏(1999).ア ス ピリン喘息と鼻茸.第5同広島 卜気楢感塾
症班究会.
11)荻 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治(1999).
スギ花粉症におけるQOL(SF-36を 用いて).耳 鼻免疫ア
レルギー17(2),146-147.(笥17回 目水耳量咽喉科鼻寝アレル
晝辷 盤L. 
12)Ogino,S.,Irifune,M.,Nisluike,S.,Sawada,T.,Sakaguchi,Y.,
 
Nibu,M.,(1999).QOLinJapanese-cedarpollinosis-Secondreport.
 
6thAnnualConferanceoftheInternationalSociatvforQualityof
 
LifeReseazch.

13)荻 野敏,川 嵜 良明,水 津 百 合 子,入 船 盛 弘(1999)・ ア ス ピ リ ン
喘 息 と添 加 物.100口'△z丶 △.
14)荻 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治(1999).
スギ花粉症におけるQOL(SF-36を 用いて).11回 且杢
アレルギー単全春悉臨庚大套.
15)山 本洋子,木 村義,江 川隆子,今 井雪香,他(1999).タ クソノ
ミー ・新原案を用いた再分類の試みとクラスの研究.籃 昼且
臼太看講診断犖会学術大会.
16)山 本裕子(1999).糖 尿病性腎症患者の腎症の認識と自己管理
状況について ・ 去 ・'ム ロ"ム ・
17)浅 草規久治,晋 川朋子,仲 井美和,塩 見一成,刀 谷峰子,寺
師栄,高 橋章子,河 村葉子(1999).看 護ケア見直しへの取り組
み 効果的な呼吸理学療法を考える 第1報 タッピング
(パーカッション)とスクィージングの効果の比較検討.籃1回
目ホ救魚看蕎単会学術集套.
18)神 谷千鶴,今 井雪香,江 川隆子(1999).慢 性血液透析患者の
健康行動に対するセルフエフィカシーの特徴 ・篁2且 豎丕全
蓋護堂会.
19)上 原淳子,池 田明子(1999).精 神科における身体合併症を有す
る患者の看護アセスメントについての一考察.且 盤
看講学会第9同 学術集会.
4.研 究助成
1)(社)全 国訪問看護事業協会(代表),江川隆子,河 村葉子,今 井雪
香,上 原淳子,他(1999).介 護保険制度下における訪問看護に
必要な資質と技能に関する調査及び研究.棄 人俣瞼事業推進
D助 金(老人保険健康増進等事業分)事業.
地垓看護学講座
t.論 文(原 著,総 説,報 告 書 等)
1)草 野 恵 美子,依 藤 史郎,早 川 和 生(1999).背 部 にお け る交 感 神
経 皮 膚 反応SympatheticSkinResponse(SSR)一 体 位 変 換 が 及 ぼ
す 影 響,m看 講 研 究 単 套 難 誄.22(4).9-15.
2)早	 川和 生,日 野 田智 也,石 沢 美保 子,山 田 繁代(1999).看 護 ・
介 護 ビ ジネ ス の拡 大期 を 迎 え て.看 蕎 単 雜訣.63(51,428-435,
3)岸	田 理 恵,早 川 和 生(1999).看 護 ・介 護 ビジ ネ ス に参 入 して い
る 企 業 の 現 状.看 講 学 雑 誄.63(5),436-440.
4)中	谷 信 童,早 川 和 生(1999).イ ギ リス に お け る ケ ア ・ビ ジネ ス
の 進 展.看 講単 難 誄 、63(5),445-447.
5)早	 川 和 生(1999).ナ ー スセ ラ ピス トに つ い て 思 う こ と.二 二.
ろの 看 講 単.3(2).91-92. 
6)Kamiyama,T.,Muratani,H.,Kimura,Y.,Fukiyama,K.,Abe, 
K.,Fujii,J.,Kuwajima,1.,Ishii,M.,Shiomi,T.,Kawano,Y., 
Mikami,H.,Ibayashi,S.andOmae,T.(1999).Factorsrelatedto 
impairmentofactivitiesofdailyliving.InternalMedicine38(9), 
698-704. 
7)Hiwada,K.,Ogihara,T.,Matsumoto,M.,Matsuoka,H.,
 
Takishita,S.,Shimamoto,K.,Toba,K.,Abe,1.,Kohaza,K.,
 
Morimoto,S.,Mikami,H.,Iwai,K.,Takasaki,M.,Kawano,Y.,
 
Higasluura,K.,Kozaki,K.,Eto,M.andFujishima,M.(1999).
 
Guidelinesforhypertensionintheelderly--1999Revisedver-
sion-一.HypertensionReseazch22(4),231-259.
 
$)Nishii,T.,Moriguclri,A.,Morishita,R.,Yamada,K,Nakamiva,
 
S. Tomita,N.,Kaneda,Y.,Fukamizu,A.,Mikami,H.,Higaki,
 
J.,Ogihaza,T.(1999).Angiotensi-nogengene-activatingelements
 
regulatesbloodpressureinthebrain.CirculationResearch85(2),257-
263.
 
g)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.andTuck,ML.Weight 
gain-inducedbloodpressureelevation.Hwertension(inpress).
10)荻 原 俊 男,森 本 茂 人,中 橋 毅,日 和 田邦 男,松 岡博 昭,松
本 正 幸,島 本 和 明,大 内 尉 義,阿 部 功,三 上 洋 他(1999).
降 圧療 法 下 通 院 中の老 年 高 血圧 患 者 の3年 間 予後 に 関す る多
施 設 調 査 一脳 心 血管 疾 患 お よ び 悪性 疾患 の発 症 ・死 亡 に つ い
て 一.円2k老 年 医 単 会 雑 誌.36`5、,342-352.
11)足 立 登 志 子,金 谷 絵 美,藤 田 真実,伊 藤 美樹 子,千 代 豪 昭,
三上 洋.小 児在 宅 高度 医療 を行 う家 族 の主 観 的Well-Beingと
家族 関係 に 関す る研 究.R木 地 域 看 諄 学 会 難 誌.(印 刷 中).
12)藤 田真 実,伊 藤 美 樹 子,三 上 洋,有 馬 和 代,志 村 雅 彦.閉 じ
こも りが ち な高 齢 者 を支 え る住 民の 力 量形 成 の過 程 と大学 研
究 者 の 役割 一現 場 保 健 婦 との 実践 研 究 を通 して 一.且 杢 地
盤 志(印 刷 中).
13)三 上 洋,荻 原 俊 男(1999),高 齢 者 の 薬 物 療 法 とQOL.(第40
回 日本 老 年 医 学 会 学 術 集 会 記録 〈シ ンポ ジ ウ ム:高 齢 者 の薬
物 治 療 法 〉).R太 老 年 疾単 全 難訣.36`3、186-190.
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